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古 典 芸 能 の 横 笛

呉釗・劉東昇：共著『中国音楽史』に「道家は、理想の音楽の本質は和である

とした。老子は弁証法的観点から、和は内在する矛盾の中にある声音、つまり有

声と無声の対立と統一であり、すなわち「有無相 生ず………音声相和す」とい
あいしょう あ い わ

う。なお礼記に、音楽は、徳が開花したものであり、美しい姿と香りを以て人を

楽しませ喜ばせるという。従って音楽には芸術性が必要であり、必ず美の形式を

。 （ ）、 （ ） 、用いて表現されなければならない 声 曲調 文 歌詞 及び種々の美の形式

表現手法（音楽の旋律、強弱、緩急、節奏）がみな内容の要求と合致すれば善に

志向する心を喚起することができる」と述べている。

廖眞珮女史は 「乾隆２１（１７５６）年琉球に渡った清朝の詩人・王文治の、

詩の中に『中山貴戚子弟。皆歌舞。供奉王廷。謂之若秀』とあり、琉球王府の王

族貴族の子弟は、音楽、生け花、茶道などをたしなみ、国王の御用に立つように

することが大切である。之は中国の儒教の考え方と関係があるだろう。中国の礼

学制度とは統治階級だけのものである。礼記にはつぎのようにある 『１３で樂。

を学び、詩を誦し、勺を舞う。成重（１５）で象を舞い。射を学び、馬を御すこ

。 、 。 （ 、とを学ぶ ２０にして冠し はじめて礼を学ぶ 衣は裘 帛大夏を舞う 裘は皮
きゅうはく

帛は絹 』こうみると、教育は、計画的、系統的で、具体的な音楽技術を学んで）

から、礼儀の勉強をするようになっており、こうして礼樂根本精神が貴族子弟へ

の教育に貫徹されるのだった。これらは中国の制度と同様であり、中国から伝授

された制度ではなかろうか」と述べている。

村々の御嶽（拝所）などで歌われる神歌やウスデーク歌なども中国古来からの

陰陽説から発展した道家の思想である。古典音楽の三線の演奏はメロディーを奏

でる横笛とは全く異なった旋律を弾奏しているが、これも相反する音が相互依存

（応合）によって言うに言われない素晴らしい楽音になっている。平均律で創ら

れた西洋の和声とは異なる純正律による東洋的な音楽の誕生である。琉球古典芸

能は、大自然の中に埋没した魂の発露として、高い教養を身につけた特権階級の

士族たちが琉球王府の庇護のもと、文化国家・善隣外交の威信に懸けて練りに練

って創り出したものである。だからこそ、１８世紀に生まれた琉球古典芸能が、

２１世紀の今日まで世界の人々に深い感銘を与えているのであろう。

世礼国男・著『琉球音楽楽典』によれば 「声楽上の音程は弦楽と大体同じで、

あるが、違うのは、平音、上音、下音の区別があることである。この３音は総て

の音にあるが振動数が測れないから音程比を確実に知ることができない。指頭幅

の半分位の違いだから極僅少のの差である。ところで何故に琉球声楽ではかくの

ごとき弦楽音にない特別な音の抑揚をするのであろうか。音の昇降以外に上げ下

げをするのであろうか。この問題は琉球音楽としては非常に重大な問題である。

……………西洋音楽は、音の確固不動を計り平均律をつくった。つまり、人間の

感情を犠牲にしてまで統一したわけである。その損失は和声という同時的数音の

協和の妙で救われた。併し和声のない琉球音楽では、この犠牲（感情表現）を払

うと何の遺るところもなくなってしまう。…………伝統のままに残しておくので

ない限り、古典芸能の価値も失われてしまうのである」と述べている。
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『フルートの歴史』の著者・奥田恵二氏は 「明治の中期に来日し、西洋に日、

本の音楽と楽器を紹介したピゴットという英国人の東洋学者は、平均律音階の満

足な演奏も出来ない耳慣れない音色の日本楽器を野蛮だときめつけ、日本の横笛

は音を明確に吹くことがめったにないので、はっきりとした音はなかなか掴みに

くい。持続音の前後には、いつも怪しげな４分音（クォーター・トーン）が奏さ

れて聴き苦しい…………」と述べている。

時代は変わり平成７年、沖縄県高等学校教職員組合組踊り部会が仏日文化協会

長モニヤック・ファイヤール氏からの依頼を受けて南仏エクス・アン・プロバン

ス市で組踊の公演を行った。公演直後のアンケートには

・踊りもすばらしかったが、特に歌が気にいりました。心に響きます。

・所々西洋のオペラを思わせる部分があった。

・すばらしかった。表現力があり、詩的でした。

・沖縄の舞踊と音楽のある部分は、フランスの中世の舞踊や音楽を思わせるも

のがある。

・音楽士の人達へ、ブラボー。すばらしかった。

・歌や楽器のみなさん、ありがとうございました。とても美しい声に魅了され

ました。

との感想があった。世はまさにデジタルの時代だ。写真やテレビの映像などがき

。 、 、 、 、れいになった 古典音楽の世界は 自然界に発生した音が多く ２拍子 ３拍子

４拍子などの型にあてはまらないメロディーが多い。平均律の音で示されない音

の世界がある。西欧の平均律に慣らされた人々にとって、純正律や間の取り方が

異なり、ゆらぎの多い東洋的音楽に安らぎが得られたのだと思った。

笛という楽器は、一音一音、自分の吹奏している音を聞いて、望ましい音を創

りだ出す作音楽器である。平安貴族も、催馬楽や朗詠の声と同じ音を創るために
さい ば ら

顎を引いたり出したり、唇や息の強さを変えてみたり、指孔の開閉についてもい

ろいろ加減したりして音を創ったといわれるが西洋音楽では、使われない４分の

３音的変化のある伝統音楽をより正確に演奏するためには、それなりの技巧も必

要である。

いかなる楽器の演奏でも楽譜に忠実でなければならないが、ただ楽譜通りに演

奏したのでは一本調子で装飾音（小節）や息使いによる味付けがなく味も素っ気
こ ふし

もない。メロディーやリズムが明確で、メリ、ハリの効いた気持ちの良い演奏、

曲想に沿った感情表現をするためには、尺八やフルートの技巧も身に付けなけれ

。 、 、 、ばならない 世礼国男氏が琉球音楽楽典で述べているように 音には強弱 高低

長短、音色というのがある。心にひびく歌を聴いて、学ばなければならない。


